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国宝 。重文指定の宝物

【国宝】粟原寺二重塔伏鉢 1箇
【重文】絹本著色大威徳明王像 1幅

【重文】脇差 (銘備州長船義景)1日
【重文】短刀 (銘国俊)1「 1

【重文】短刀 (銘成縄)1日
【重文】太刀 (銘古平)1日
【重文】短刀 (銘備中国住平忠)1回

【重文】薙刀 (銘一)111
【重文】金沃懸地文太刀 1「 l

【重文】石燈籠 (元徳 3年刻銘)1基
【重文】摩尼輪塔 (乾元 2年夕l銘 )1基
【重文】本殿造営図並所用具図 (永禄 21つ

8舗 4枚  |・ll朱漆机 1基
【重文】紺紙金泥法華経宝塔曼荼羅図 10幅

重要文化財建造物

本  殿   大宝 ,こ年創建
嘉永 3年造営

拝殿・楼門  永正17年造営
東西透廊  永止17年造営
権  殿   天禄元年創建
十二重塔   向鳳 7年 11建

亨禄 5年修築

【重文】神廊拝所

【重文】摂社・東殿

【重文】末社総社本殿・拝殿

【重文】末社・比叡神社

【重文】宝庫二棟

【重文】関伽井屋

【重文】

【重文】

【重文】

【重文】

【重文】

自鳳 8年創建

寛文 811修・.・

寛文 8年創建

延長 4年創建

寛永 4年造営

江戸時代初期

元和 5年造営

県・ 市指定文化財

【県指定】多武峰縁起絵巻 絹本 (室町時代)4巻
【県指定】談山神社文書 中世～近代 約3000点
【県指定】梵 鐘 銘、元享3年 (1320)1日
【県指定】石造―の大鳥居 亨保9年再建 (1724)1基
【県指定】東大門 亨保3年建立 (1803)1棟
【県指定】町 石 承応3年建立 (1654)3211
【市指定】薄墨桜 (樹齢約600年 )1本
【市指定】青自磁渦文瓶 (中国南宗～IL時代)111
【市指定】青自磁唐子蓮花唐草文瓶 (中国南宗～元時代)1日

談山神社へは

西名阪自動車道郡山 l.C.より約22km  名阪国道天理 IC.より約 21km
南阪奈道路葛城 LC.より約22km    名阪国道針 |.〔 .より約 28km

電車 &バス
●桜丼駅まで JR奈 良駅から JR桜井駅まで JR万 葉まほろば線約 30分

京都駅から近鉄特急で「大和八木Jのりかえ約 60分
大阪難波駅から「鶴橋Jのりかえ近鉄大阪線急行で約 45分
名古屋駅から近鉄特急で「名張Jまたは「大和八木J経由約 2時間

●近鉄・JR桜井駅南口より 奈良交通バス約 25分 終点 談山神社下車徒歩 5分

談 山 神 社
入山時間 830～1630(最終受付) 入山拝観料

〒6330032 奈良 県桜 井「 多武 1蜂 319
TE1 0744 49 0001/′ FAX0744 49 0236

図 infO@tanzan or ip

大人 500円 ′Jヽ学生 250円

http://tanzan or ip
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引 1重文,石灯籠   36恋 の道
32灯籠ケ辻      37東 大門

33(重 文1摩尼輪塔
34峯の塔
35石段 140段
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(重文1権  殿  61重 文,比叡神社
1重文|十二重塔  7(重 文1閑 /El井屋
〈重文)総社本殿  81重 文,西宝庫
(重文1総社拝殿  9授 与所
1重文)神廟拝所  10竜神社

=
11社務所        lo萬 葉鎌足歌碑

2西入山入口受付    17神 幸橋
B車の祓所       18登 山口

“
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冽 1重文1本殿    26春 日神社
221重 文1楼門   27観 音堂
23(重 文)拝殿    28三 天稲荷神社
24(重 文,東宝庫   29正 面入山入口受付
251重 文1東殿    30転 輪法堂趾





東履曼[ズ票事中まれ]江戸時代(重要翅ヒ
古来より、縁結びの信仰あった談山神社の

境内には、いくつかの祈願場所が残っており、

今でも祈願していただけま丸

むすびの磐屋は 1300年以上も昔、談山神
社の前身である妙楽寺の講堂を建てるとき、

光る石が発見され、神の宿る磐座として予Eら

れました。

縁結びはもとより、人間関係の結び神としてお参りください。

御本職
江戸時代 (重要文化財)

藤原鎌足公をおll Eり

する本殿は、もと聖霊院、

大織冠社、多武峰社と

も称し、三問社隅木入春

日造のけんらん豪華な

様式で知られています。

社殿全体は極彩色模

様や、花鳥などの彫刻によって装飾されています。大宝元年 (701)の
創建で、現存は嘉永 3年 (1850)に 建て替えられたもので丸 日光東
照宮造営の際のお手本となったことでも有名です。

鐵務の臨

毎年4月 29日 (昭和
の日)と 11月 3日 (文化

の日)、 ここで「ιナまり祭」

が行われていま丸

藤原鎌足公と中大兄

皇子が飛鳥法興寺の蹴

鞠会 (け まりえ)で初め

てお出会いになって「大

化改新」の発端となっ

た故事にちなんで行われています。飛鳥時代の雅びが感じられる祭です。

ま
^It重
豊理キ 室助1嘲、⊂ 要翅ヒD

父・藤原鎌足の追福のために、長男・定慧と次男・不比等によって

西暦678年に建立されました。現存の塔は、享禄 5年 (1532)の再建で、

木造十二重塔としては、世界唯一のも

のです。唐の清涼山宝池院の塔 を模し

て建てられたと伝えられていま現 高さ

は約 17メー トルあり、屋根は伝統的
な檜皮葺きで丸

神仏習合時代の名残であると同時

に、談山神社のシンボル的な存在です。

撃 軍曼 室町時代 (重要文化財)

天禄元年 (970)摂 政右大臣藤原
伊ヂの立願によって創建されました。

現在のものは室町時代、永正年間に再

建されたものです。当殿内では室町時

代より延年舞や能が演じられ、「伝統と

革新」の芸能を競いあってきました。

祭神はマダラ神(芸能・芸術、魔除け・

厄払いの神)で、去能、芸術にたずさ
わる人たちの守り神として、また上達を

祈る場として崇拝されていま丸

冒蟄][鏃魃越u
8月 14日  献燈祭
10月第 2日曜日 嘉吉祭
11月 3日 蹴鞠祭
11月 17日  例大祭
12月 31日 中臣大祓式 [年越し]
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恋神社絵馬とえんむすび守

束殿 [恋神社 ] むすびの岩座

祈祷殿では、毎日あらゆる種類のご祈祷をおうけしております。




